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八三
関西大学博物館所蔵・内藤湖南の朝鮮陶磁コレクション
―
《青
 磁日
暈文茶碗》 《青磁象嵌菊文皿》 《紛青印花雨点
文皿》 《白磁絵付皿「新羅朴順作」銘》
―
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はじめに　
近代日本の代表的な東洋史学者とされている内藤湖南（一八六六～一
九三四、本名虎次郎、以下湖南とする）は、秋田県で生まれ、一八八七年に上京し 仏教雑誌『明教新誌』の新聞記者や、 『大阪朝日新聞』 、 『日本人』などの編集者として働き、一九〇七年から 京都帝国 学文科大学講師になる。一九二六年まで京都帝国大学で東洋史学講座を教えながら、 「京都支那学」を創設し、東洋史（京都 派）の基礎を作った人物である。晩年には京都の恭仁山荘（現木津川市）で隠居生活を送った。湖南は、 「歴史の発展という観点から東洋史の区分を行った最初の学者
①」と
して評価され、中国史の時代区分に最も貢献し、現在でも〈日本の支那学〉分野に大きな影響を及ぼしている学者である。　
一方、湖南は美術の方面でも、とくに京都帝国大学時代から現地調査
を踏まえて中国絵画に関してよく著述をしているが、彼の没後に出版された『支那絵画史』 （一九三八年）がその成果 集大成である。面白いことに『支那絵画史』の付録に 朝鮮安堅の夢遊桃源図」 、 「高句麗古墳の
壁画に就いて」という二つの朝鮮に関する著述
②、そして「日本美術史序」
という著述が収録されている。とくに湖南の「朝鮮安堅の夢遊桃源図」という論文は、朝鮮時代の画家案堅 「夢遊桃源図」について初めて取り上げ、解説を試みたことで評価されている。　
湖南は、中国絵画及び書画、青銅器などを評価するのではなく、散逸
されそうな優れた中国美術品の蒐集もしており、その膨大なコレクションの中では、国宝や重要文化財となった のも多数ある
③。とくに湖南が
活動した関西地方にお て、泉屋博古館、大和文華館 大阪市立美術館、京都国立博物館などに湖南による中国美術品のコレクションが多く所蔵されている
④。
　
湖南が中国美術品の愛好者であったため、中国の収集品に比べると、
朝鮮の収集品は数少ないが、関心がないわけで なかった。 のも、間島問題という歴史的な調査のための朝鮮現地調査
⑤や、朝鮮史関係の文
献をも著述して たからである。とくに湖南は、古代三 時代 開国史に関心 抱き、京都帝国大学教師の時期から朝鮮史を教えながら、朝鮮古代開国史に関する論説を一九一一年三月六日から九日まで 大阪朝日新聞に寄稿していた
⑥。ただ、湖南の朝鮮への関心は、当時日本の史学者
の朝鮮古代史研究に便乗したわけでもある
⑦。
　
そこで、本稿では、関西大学博物館所蔵の湖南コレクションの中で、
朝鮮陶磁 四点を紹介してみることで、湖南の朝鮮陶磁コレクションの特徴に関して理解を深めたい。
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一、関西大学所蔵湖南コレクションでの位置　
関西大学には、膨大な湖南コレクションがあり、とくに関西大学図書
館が所蔵している「内藤文庫」という蔵書は、およそ二万七千点に及んでいる。収 の経緯を詳しくみると、関西大学名誉教授の奥村郁三が湖南の子息の伯健の高弟であったた
め
⑧、一九八三年に約三万点に至る湖南・
伯健父子二代 収集にかかる内外の書物と書画
⑨、書簡などを譲り受けて
「内藤文庫」として収蔵し
た
⑩。加えて、一九八六年には関西大学創立百周
年記念として湖南が晩年過ご た別荘の恭仁山荘も入手し、その中にある書籍も内藤文庫に加えられた
⑪。さらに、近年は湖南の公用旅券をも入
手した
⑫。
　
他方、湖南コレクションにおいて、書物・書画・書簡以外の美術品に
ついては、現在出版されている『内藤文庫目録』には収録されていな 。ただ、関西大学博物館による湖南コレクションリストを閲覧すると
⑬、関
西大学図書館から博物館に移管した年が一九九八年である。そして、一九九六年四月七日 五月一九日まで開かれた関西大学博物館企画展「東洋史学の泰斗
 内藤湖南展
―
総合図書館所蔵「内藤文庫」漢籍と遺
愛品
―
」のチラシ内容に「総合図書館の協力を得、その資料を借用し、
湖南の遺愛の品及び写真類を展示」という記述をみることができる。そうすると、一九八三年と一九八六年のいずれかの年に関西大学図書館に湖南の遺品 して美術 も所蔵され、一九九八年 図書館から博物館に移管されたと推測できる。　
また、博物館所蔵の湖南コレクションリストによると、全部で一二六
点が確認できるが、その中で、文房具類とガラス乾板写真類が目立ち、それ以外に、陶磁、土器、刀、銅剣、仏具、楽器、旅行カバンなどの種類をみることができる。湖南収集品の詳細な調査は、進行中であり、朝鮮コレクションについても同様である。今のところ 湖南コレクショリストから確認できるものとしては、乾板写真類（朝鮮平安 道龍岡郡雙楹塚後室と平安南道大同郡湖南里四神塚玄室、江西遇賢里大墓玄室などの壁に描かれている四神図、また高麗時代石棺彫刻四神図）と、朝鮮総督府専門会証明書付きの紅種人蔘の四個などがある。そして、 「小皿」と分類されている陶磁の中で、五 セット 登録されているも があるが、五点の中の一点の備考欄に「新羅朴順作」 書かれてい ことを契機に、実際調査を行った。その結果、 《白磁碗》一点を除い 朝鮮陶磁見られ、それらを本稿で紹介する次第である。二、湖南の朝鮮陶磁コレクション　
さて、本稿で紹介する湖南コレクションの朝鮮陶磁四点は、高麗時代
のやきものである青磁二点と 朝鮮時代のやきも である紛青磁一 、白磁一点に分類することができる。それでは、時系列で高麗時代（九一八～一三九二）の青磁から見てい たい。　
まず、青磁は二種類で、高麗初期の純青磁（無文青磁）類の《青磁日
暈文茶碗》 【図
1】と、高麗中期の象嵌青磁類の《青磁象嵌菊文皿》 【図
2】がある。一つずつみてみると、 《青磁日暈文茶碗》 【図
1】は、口径：
一〇×一〇・三、高：四・二×四・三、高台径：三・七センチメートル
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で、典型的な日暈文茶碗の一つである。 〈翡色青磁〉
⑭
と言われる綺麗な薄
い青色の高麗青磁の制作時期が全盛期の一二世紀であり、本作品は、高麗時代が始まる頃の九～一〇世紀 ものとみられる。なぜなら、釉調がまだ青色になる前段階 緑黄色である点、またもっとも初期の高台によくみられる〈日暈文〉
⑮
高台である点を指摘できるからである。朝鮮の全
羅南道康津郡大口面龍雲里の〈日暈文〉 【図
1
－
4】と京畿道龍仁二東面
西里の編年資料【図
1
－
5】と本作品の高台【図
1
－
2、
3】を比べて
みると、同様であると考える。加えて、中国の〈日暈文〉 【
1
－
6】は、
接地面のサイズが一・五センチメートル内外である反面、朝鮮 〈日暈文〉は、一センチメートル内外であ ので、高麗初期 日暈文茶碗に間違いない。要するに、高麗初期の〈日暈文茶碗〉を代表す 作例といえる。　
また、 《青磁象嵌菊文皿》 【図
2】は、口径：一〇・四×一〇、高：二・
五～三、高台径：六・九センチメートルで、時代的には一三世紀のもとみられる。一三世紀に入ると、中国 影響から離れて、朝鮮独自 象嵌技法を施した青磁が際立つ 本作品の《青磁象嵌菊文皿》は、 【図
1】
の《青磁日暈文茶碗》とは異 って 釉調が薄 色の湖 よう 綺麗な翡色を浮かべ、内縁部の境界線のところは、釉薬 流れが留まって濃い青色になっているため、一層内縁部が湖面のように深みを感じ 。また器面外側 は白象嵌し 二本の条線を上下 巡らせ その中央部の三ヵ所に菊を象嵌している。 【図
2
－
1】さらに、器面外側に施した菊文は、
菊の花を白象嵌で、葉っぱを黒象嵌で施すことで、白と黒の 和を実現しているが、そのよう 黒白象嵌の菊 は、典型的によく使われていた。
【図
2
－
2】一方、器面内側には、内底面の真ん中に白象嵌の二重円圏を
巡らして、その中に一点の菊文を白象嵌し、その菊文と同類のものを口縁部内側の四ヵ所に白象嵌している。加えて、内底面の白象嵌の二重円圏に沿って如意頭文を同じく白象嵌している。 【図
2
－
3】そこで、注目
したいのは文様であるが、 《青磁 皿》 【図
2】で使われた〈菊文〉
と〈如意頭文〉は、高麗人の心性と信心を表 る。とりわけ、 〈菊文〉は一三世紀から一五世紀まで愛好された文様で、一三世紀から流行した道教思想が反映され いる。すなわち、自然に帰依したいソンビ（韓国の文人）の心性 周辺によく咲い いる野の菊に同化されたわけである
⑯。また、 〈如意頭文〉は、篆字の心を表すワラビ形を文様化したもの
で、僧侶の説法する際の道具でもある。要するに、 〈菊文〉と〈如意頭文〉には、仏教と道教が流行 当時の時代的状況と高麗人の情緒が潜められている。一三世紀の象嵌青磁が全羅南道康津郡と、全羅北道扶安郡しかないと う研究報告によって
⑰、おそらく制作地は、その二つの地
域のいずれかであると考えられる。同じく菊文を用いて象嵌技法を施したものとして、荔枝文を加えた《靑磁象嵌荔枝 花文大鉢》 【図
2
－
5】
と、一四世紀の《青磁象嵌菊花文八角皿》 【図
2
－
6】のようなものもあ
る。最後に高台は、広く作って安定感を出 ている点があるの 比べ、その内側には三点の珪石目跡【図
2
－
4】を残しているが、珪石目跡の
一点が大きく残され、全体的なお皿の形がより歪んで ように見える。加えて、口縁部に欠けているところが多小あ　
ただし、少々の欠点はあっても《青磁象嵌菊文皿》は、釉薬の発色と、
文様と技法などが洗練され 柔らかく品のある青色の象嵌青磁であ 。
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次に、朝鮮時代（一三九二～一九一〇）の白磁が登場する前の《紛青
印花雨点文皿》 【図
3】 （口径：一三・五、高：三・七、高台径：五・七
～五・九センチメートル）と、 《白磁絵付皿「新羅朴順作」銘》 【図
4】
（口径：一三・七、高：三・六、高台：九センチメートル）について、順次紹介する。　
まず、 《紛青印花雨点文皿》 【図
3】を紹介したい。粉青磁とは、朝鮮
時代初期に生まれ、高麗青磁から朝鮮白磁への移行期、すなわち一四世紀末から一六世紀にかけて作られた陶磁器である。最初の粉青磁においては、高麗時代の象嵌の技法が伝承され（象嵌青磁、印花青 ） 、その技法で白磁の象嵌をする（象嵌粉青、印花粉青）ものが目立つが、白磁の要求が高まっていくにつれて、白土釉に陶磁の胴体の全体をつける（粉粧粉青）ものが多くなる。後 、そ が白磁生産 増加で、姿 失うようになる反面、白磁天下になる。そのようなことを踏まえて、 《紛青雨点文皿》 【図
3】をみると、初期の青磁によくみられる〈印花文〉が施
された と釉薬の発色がまだ灰色 近い録青色 なっ いる 、一五世紀のもの 考えられる。器面内側 は、内底部真ん中の と六重円圏文を中心に菊花文、三重圏文、雨点文、三重圏文を順次に巡らしながら押印されている。 【図
3、
3
－
1】また、器面外側には、雨点文が口縁
部へ行くにつ 広がっているように巡らしながら押印さ た口縁部の近くに三重圏文が施されている。 【図
3
－
2】そして、口縁部が少々
外反され、内底部 は耐火土目をあてて焼成した跡 五点残ってい 。【図
3
－
3】口縁部と高台に釉薬が掛かっていない部分があり、そこから
胎土が現われている。注目したい部分は、内底部真ん中 印である【図
3
－
3】 。おそらく四角の中で「官司銘」が入っていると思われるが、そ
の部分が欠けているか、きちんと押されてなかったのか不明であるが、その「官司銘」が確認できない。紛青磁には「官司銘」が入っている皿と鉢がよくみられる 、現在編年資料として価値を有してい
る
⑱。 「官司
銘」は「敬承部」 、 「仁寧部」 「徳寧部」 、 内贍寺 など様々であるが、施す方法 して、白象嵌、黒象嵌、印花技法を使っている。本作品《紛青印花雨点文皿》 【図
3】を見ると、 《紛青印花徳寧部銘集団連圏文》 【図
3
－
4】 （一四五五～一四五七）の白象嵌と異なって、 《紛青印花内贍銘
大鉢》 【図
3
－
5】 （一五～一六世紀）や《紛青沙器印花文「内贍」銘鉢》
【図
3
－
6】のように印鑑によって押印されているものであることが推測
できよう。従来の研究報告によると 押印されている「官司銘」は、 「内贍」のみであり、また「内贍寺 が主に女真と矮人の接待の業務をする官庁であることから
⑲、断言するのは難しいが、おそらく本作品の内底部
真ん中に「内贍」銘が押されていたのではないだろうか。　
最後に《白磁絵付皿「新羅朴順作」銘》 【図
4】であるが、器形は《紛
青印花雨点文皿》 【図
3】と類似していて、口縁部が柔らかに外反され
て、高台は小ぶりである。白磁の釉薬の発色は、灰白色で、雑物が少々入っ いる。器面内側部は、はっきり二段になっており、内底部 ところに絵付されている。絵付を詳しく ると、壺を頭の上に載せて る韓服を着た朝鮮婦人と子供が真ん中に位置され、後の遠景に山を、人物を囲んで茂みが配置されている 、 【図
4、
4
－
1】左側に大きくはっきり
茂みを描き、右側はぼやけ 小さく茂みを描いている 【図
4
－
2、
4
－
3】そして、前景には川が流れている。 【図
4
－
4】すなわち、遠景法と
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明暗法という西洋画法を用いて描かれていることから、一八世紀以降のものと推測できる。加えて、油絵具で描かれたような釉薬とは思い難い鮮やかな色合い 描かれ、まるで完成された白磁に油絵具で描かれたように浮いている。その点は、器面外側の 付も同様であり、高台を中心に左右反対に同じ太極文様を口縁部に近い上段部に描き【図
4
－
5】 、太
極文様の真ん中 「新羅朴順作」 【図
4
－
6】と記されている。ただ、 「新
羅朴順作」銘は、普通は署名しな ところに、また内底 の水彩画の描き方と違って、鮮明な赤色で丁寧に描かれていることから、署名を強調したかったのではないだろう 。なぜこ よ な絵付が施され い のか。前述したように、湖南は間島問題調査などで朝鮮を訪ねたことがある。その中で、一九〇八年八月から一〇月までは目的が知られて ないが
⑳、釜山で二つの葉書を息子内藤乾吉宛に送っている。一つは釜山の市
場の風景写真ともう一つが釜山で見た朝鮮婦人二人の絵ハガキ【図
4
－
7】である。絵ハガキの表には「…見た朝鮮の女です…」と書いており、
裏面には韓服を着て、頭の上に物を載せて歩 ている姿が描かれている。おそらく、湖南は朝鮮へ渡った時 、このような の姿（とくに、頭の上にものを載せて運ぶ）が朝鮮独特の姿であると捉えただろう。そのことを考慮すると、断言す のは難 いが 《白磁絵付皿「新羅朴順作」銘》 【図
4】の絵付は、湖南が朝鮮婦人と子供の姿を記録した。朴順
という人に頼んでお土産として完成品の白磁にその風景を入れたものという可能性が考えられる。ただ 「新羅」という銘は、絵付の画題 であるか、その風景を見た場所が旧新羅の地域であって書き入れ か今 ところ不明である。
おわりに　
朝鮮に関する湖南コレクションは、前述した『支那絵画史』のように、
湖南の中国史文献とコレクションの流れの中で片隅に位置しているのが現状である。とりわけ、関西大学所蔵 朝鮮美術品に関しても同様であり、陶徳民氏の編集による『関西大学東西学術研究所資料集刊二十六
 内
藤湖南と清人書画
―
関西大学図書館内藤文所蔵品集
―
』の中でも、
「附載」に湖南の朝鮮コレクションが二つ載せられているだけである。それは、湖南が中国愛好者であったため、当然でもある。ただし、本稿で指摘したように、湖南は京都帝国大学の教師時代から朝鮮史にも興味があり、朝鮮史を教えながらも現地調査も行っていた。　
そこで、関西大学博物館所蔵の湖南コレクションの中で、朝鮮美術品
を調査する一貫として、本稿で朝鮮陶磁四点を取り上げて紹介してみた。朝鮮のやきものは、高麗時代の青磁 朝鮮時代 白磁、また朝鮮初期の紛青磁というやきものがよく知られているが、本稿で紹介した湖南の朝鮮陶磁コレクションは、名品と 言い難い 、時期別 特徴を知られる価値を有しており、時代的変遷の一端 研究するための収集品ではないかと考えられる。今後も調査を行い、湖南の朝鮮美術品コレクションの全容を明らかにしたい。
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【図 4 - 7 】絵ハガキ　内藤乾吉宛（左：裏、右：表）　一九〇八年八月一八日
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